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【農場概要】 （新潟県３例目）
所 在 地 新潟県上越市
飼養状況 約１０万５千羽（採卵鶏）
【経緯】
１月１２日 死亡羽数増加の通報を受け立入検査、簡易検査陽性
１月１３日 遺伝子検査でHPAIの疑似患畜を確認

～飼養衛生管理の徹底をお願いします
野鳥や野生動物を介してのウイルス侵入に警戒を～

今季は大規模養鶏場ウインドレス鶏舎の発生が多くみられます。
野鳥等の侵入を防ぐためには、モニター屋根を含めた入気口に
野鳥を近づけない対策が重要と思われます。

新潟県の養鶏場で

高病原性鳥インフルエンザ疑似患畜確認

（今シーズン国内５９例目）

岐阜県中央家畜保健衛生所
電話：058-201-0530 時間外・夜間・休日：090-7024-5269

モニター
屋根

・鶏舎でモニター屋根がある場合、モニター部分は
普段目が届きにくい場所です。
この様なモニター部分の金網、防鳥ネット等を
点検し、必要に応じた補修をお願いします。

野鳥でも鳥インフルエンザ多発！
環境省HP参照 https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/

【隣県発生情報（R5年１月）】
145例目 1/4回収 石川県金沢市 ハヤブサ １羽（H5亜型高病原性）
147例目 1/4回収 富山県氷見市 コハクチョウ １羽（H5亜型高病原性）
150例目 1/8回収 石川県金沢市 フクロウ １羽（H5亜型高病原性）

https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/

